











大腸がんの臨床病理学的諸因子と対比した。大腸がん患者 500 例を対象として microsatellite 
instability (MSI) と CpG island methylator phenotype (CIMP)の両表現型の解析分類および K-ras と
B-raf 遺伝子の変異を解析した。その結果、本邦の大腸がん症例では MSI および CIMP 表現型
を示すがんは、海外からの報告と同様に複数の分子病理学的特徴を示すことが明らかになった。














うち capecitabine に対する dihydropyrimidine 
dehydrogenase 欠失、cetuximab や panitumumab



























の大腸がん組織より DNA を調整し、K-ras, 
B-raf の遺伝子変異および IGF2, CACNA1G, 
NEUROG1, RUNX3, SOCS1 のプロモーター
メチル化を検出、測定した。また、5 つの異
なる microsatellite locus marker の解析により







island methylator phenotype (CIMP) を判定し
た。MSI と CIMP の表現型の有無により大腸
がんは 4 群に分類され、CIMP+/MSI、CIMP+/ 
MSS、CIMP-/MSI、CIMP-/MSS はそれぞれ 19
例 (3.8%)、27 例 (5.4%)、16 例 (3.2%)、438
例 (87.6 %) であった。K-ras 変異は 166 例 
(33.2%)、B-raf 変異は 45 例 (9%) に認めた。
CIMP+/MSI 群では K-ras はすべて野生型であ
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MSI および CIMP 表現型を示すがんは、海外
からの報告と同様に複数の分子病理学的特
徴を示すことが明らかになった。右側結腸で
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